
教材・⽀援機器活⽤実践事例【ICT】 

発語の難しい生徒が思いを伝えることができるための ICT 活⽤ 

「先生とメールがしたい」という願いをかなえるために 

子どもに 

ついて 

所属・学年 特別支援学校・中学部１年 

障がい名等 肢体不自由、知的障がい 

子どもの実態 

（学習上又は生活

上の困難さ等） 

・教師が話す内容をほぼ理解できる。自分の思いを身体の動きや

視線、発声で伝える。また、視線入力装置（PC）を使用し、単
語を並べて、思いを伝えることもできる。 

・言葉での発信が難しいため、現在の伝達手段のみでは思いを伝

えきれず、泣いてしまうことがある。 

授業に 

ついて 

（教材・教具を

使用した授業

や指導場面） 

教科名等 
自立活動「先生とメールをしよう」 

単元(題材)名 

単元(題材)の概要 

・「先生とメールがしたい。」という本人の願いから、クラスルーム

とグーグルスライドを使用して、家庭学習で日記を入力し、それ

に対して教師が返事を書くというやりとりを夏休みから継続し

ている。 

教材・教具 

支援機器に

ついて 

教材・教具 

支援機器 

日記のテンプレート（Googleスライド） 
 
 
 
 

ねらい・工夫点 

〈ねらい〉 
〇「先生とメールがしたい。」という本人の願いをかなえる。 
〇単語を並べて自分の思いを伝えることはできるが、より明確に

伝えられるように文章で伝えることができるようにする。 
〈工夫点〉 
〇教師がいろいろな言葉を使って返信することで、本人の語彙を

広げ、文章での伝え方を学ばせるようにする。 

材料・作成方法等 
タブレット端末、Google Classroom、Googleスライド 

ＰＣ、視線入力装置 

子どもの変容や評価 

・視線入力への意欲が高まり、下校後と登校前に日記の記入をす

るようになった。そのことで、少しずつ文章で伝えることができ

るようになってきた。 
・文字入力をするスピードが早くなり、教科の授業でも視線入力

装置を使用して、意見を述べたり質問に答えたりすることがで

きるようになった。以前は、授業に関係のない単語を入力し友達

を笑わせようとすることが多かったが、それが全くなくなった。 
・自分の気持ちが教師に、より伝わるようになり学習への意欲が

高まった。母親に「学校に早く行きたい。」と伝え、登校時間前

に、昇降口で教師を待っているようになった。また、自分の思い

を押し通すことがなくなり、気持ちに折り合いをつけることが

できるようになった。 
・「顔写真シールを作ってほしい。」「視線入力でできる宿題がほし

い。」「リモートがやりたい。」などと、さらにいろいろなことを

考え、教師に伝えている。 

（令和４年度） 
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